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対外 経済 発展 の 輝かしい 道程 に 


開 で す 。 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 の 対外 経済 の 発展 過程 ( 人 アフ リカ 、 中 近東 と ヨーロッパ 諸国 を 含む 世界 100 余 カ 視 典 慶 興 情報 技術 交流 社 は 、 ソ フト ウェ 5 に 
本 禄 易 協 定 を 結ん で 質 易 代表 部 を 開設 し 、 エ 作 機 械 を は じ ドウ ェ ア の 開発 、 情 報 技術 サー ビス を 専門 る 
誇り に 満ち た 歴史 で ある 。 時 股 備 や 鉄鋼 材 、 セ メン ト 、 電気 器具 、 非 鉄 金属 『」 


共 国政 府 は 解放 後 、 自 立 的 民族 経済 を 建設 し た 土台 に 製品 を 生産 し て アジ ア や ヨー ロッ パ 、 ア フリ カ 諸 国 に 輸出 し た 。 計時 | 
藤 づ いて 国家 質 易 を 人 設 し 、 自主 性 の 原則 に 基づい て 世界 また 、1990 年 代 の 新た な 環境 に 好 し て 東南 アジ ア 諸国 と の 「 靖 徐 全 MMM 。。 {0O〔 
国 と の 貿易 関係 を 発展 させ る 政策 を 打ち 出し 、 こ れ を 対外 経済 。 罰 易 も 活発 に 行っ た 。 | 
活動 全般 に 具現 し て きた 。 共和 国政 府 は 、 三 面 が 海 に 面 し た 朝鮮 の 地理 的 特性 に 即 これ に 使わ れる 数 十 件 の 楽 お ま び 学 j 


ーション 、 射撃 機材 と リズ ム 足 踏み 機材 
3 ム プ ログ ラム な ど を 関 隊 昌 太 | 馬 


共和 国政 府 は 、 す べ て の 国 が 国際 経済 関係 に お いて 自主 し て 強力 な 混 上 輸送 船隊 を 編成 し 、 そ れ に 基づい て 新しい 国際 
性 を し っ か り 擁 護 し 、 帝 国 主義 の 経済 的 支配 と 従属 策動 に 団 航路 と 国際 商品 市 場 を 開拓 する よう に し た 。 


結 し た カカ を も っ て 立ち 向かっ て こる 、 新しい 国際 経済 秩序 を 確立 る し て 、 朝鮮 の 自主 権 を 尊重 する すべ て の 国 と の 対外 貿易 また 、 無 線 総合 警報 回 き 電 周 波数 安 
昼 の 完全 な 平等 、 互 恵 \ 保 証 さ れ う \ う 原 係 欧 展 さ = 品 劉 易 だ け で な く 技 術 劉 - ー- SS 導 避 
国家 問 の 完 平 互恵 の 関係 が 保証 0 了 発展 0 般 商 00 ' と ーー ンー 3 _ ド 能 型 火 災 人 
1 立場 を 一 貫 し て 堅持 し 、 ア ジア 、 アフ リカ 、 アメ リカ の 発展 サー ビス 罰 易 も 積極 的 に 行い 、 金 融 、 通 貨 、 投 資 、 保 険 、 輸 人 間野 . ーー バー ーー 交流 社 は 、 平 境 市 の 委 所 に 分 店 を 設 
上 諸国 と の 南 南 協力 を 強化 し て きた 。 送 な どの 各 分 野 に お いて 多 方 面 に わた る 経済 関係 を 結び 、 各 MM 


2 ンク 置 や 直言 の 導入 、 隊 
関連 製品 の 販売 も 行っ て いま す 。 


MV は 、 新しい 朝鮮 建設 の 初期 に 国家 単 一 の 貿易 種 形態 の 交流 を 行っ て きた 。 石炭 と 鉄 系 ・ 非 鉄 金属 、 化 学 、 機 
制度 を 確立 する と と も に NR 械 、 セメント な ど 各 分 野 に お いて 輸出 を 拡大 する と と も に 、 信 用 


体系 と 地方 の 様々 な 輸出 源泉 に 依 損 す る 地方 貿易 体系 を 確 第 一 主義 原則 を 厳守 し 、 包 装 を 改善 し 、 納期 を 確実 に 守る よう 特に 、 自然 エ ネル ギー に よる 発 寺 シス テム 、 
立 し て 、 国 の 対外 NPV (5 0 朋 系 統 、 火災 監視 系 統 を 各 単 位 に 導 内 する た め 0 
国 の 具体 的 条件 と 実情 に 合う 整然 と し た 禄 易 体 系 が 確立 さ また 、 国 の 対外 経済 関係 の 発展 と 社会 主義 経済 建設 の 推 いい 


報 サ ービス を 行っ て ユ 二 ー 育 時 評 夫 
う 9 
祝典 慶 興 情報 技術 交流 社 は 、 国 内 で の 抽 


れる こと に よっ て 、 商品 の 輸出 と 輸入 を は じ め 貿 易 活 動 全 般 に お 進 に 大 い に 寄 写す る こと が で きる よう に 対外 経済 関係 の 実現 形 
いて 計画 性 が 保障 され 、 々 それ に 基づい て 人 民 経 済 の 発展 に お 態 を 多様 化し 、 合 弁 ・ 合 作 と 国内 の 特殊 経済 地帯 の 開発 に 大 


いて 対外 貿易 の 役割 が 強化 され た 。 き な 意 義 を 付与 し て 積極 的 に 推し 進め た 。 
対外 貿易 の 自立 的 な 物質 的 土台 を 構築 する た め の 活動 に 共和 国政 府 の 積極 的 な 対外 政策 に よっ て 中 国 、 ロ シン ア を は ビス だ け で な く 、 外国 と の プロ グ クラ 共同 開 


的 に 推し 進め て お り 、 各 国 と の 技術 交流 
化し て いま す 。 


カカ を 注い で 金属 製品 、 化 学 製品 な ど 主 要 輸 出品 の 生産 工場 じ め 周 辺 諸 国 と の 経済 協力 と 科学 技術 交流 が 抜 大 され 、 
を 速やか に 復旧 し て 製品 の 生産 を 増やし 、 世 界 市 場 に は な 〈 わ 内 に 外国 投資 家 と 共同 で 投資 し て 創設 し た 合弁 ・ 合 作 企業 も 


れ わ れ に は 十分 に ある も の を 大 量 輸出 する 輸出 品 生 産 基地 を 数 百 作 に 増え 、 朝鮮 の 教 く の 技術 者 、 専門 家 が 各国 の 重 
強固 に 築き 、 生 産 を 一 段 と 増 や し た 。 要 建 設 ! 時 朝鮮 慶 興 賀 易 総 会 社 
共和 国政 府 は 、 輸 出品 生産 基地 を 築く うえ で 輸出 構造 を 合 980 年 代 末 、 共 和 国 政府 は 各国 の 投資 を 積極 的 に 謎 致 す 
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理 的 に 改善 する こと に 深い 注意 を 払い 、 輸 出品 生産 基地 の 技 る た め ( の 守 に 0 を 0 外す る と いう 措 
術 装 備 水 準 を 向上 させ て 輸出 に お いて 品質 を 高め る と と も に 、 2 置 を 講じ 、1991 年 12 月 に は 羅 先 経済 質 易 地帯 の 創設 を 対外 


次 、3 次 加工 製品 と 完成 品 の 比 宣 を 一 段 と 増やす 積極 的 な 措 6 

置 を 講じ た 。 世界 各国 と の 経済 関係 を 新た な 高い 段階 で 多角 的 に 発展 E-mail : gyonghung⑥star-co.net.kp 
る の 結果 、 朝鮮 に は 自立 的 な 民族 経済 の 強固 な 土台 に 依 させ よう と する 共和 国政 府 の 措置 は 、 各 国 の 投資 家 の 注目 を 

拠 し て 、 経済 の 各 分 野 に 近代 的 な 輸出 品 生産 基地 が 立派 に 集め た 。 ' 

整え られ 、 国 際 市 場 で 競争 力 の ある 製品 が 量産 され て 人 民 の 共和 国政 府 は 、 国 の 各所 に 数 十 の 経済 開発 区 を 設け 、 外 | | 結 当 計 則 旦 | 
生活 向上 に 大 い に Mi 国 投資 を 主 動 的 に 謗 致す る た め の 諸 措置 を 講じ た 。 _ CosCD-202 
共和 国政 府 は 、 各 道 ・ 市 ・ 郡 が それ ぞ れ の 地方 の 自然 地理 共和 国政 府 は 、 朝鮮 の 特殊 経済 地帯 で 生産 され た 商品 を 

的 有利 性 と 経済 技術 的 ・ NH の し て 、 地域 的 特色 周辺 諸国 や 他 の 地域 の 国 に 輸出 する 際 に も 、 関 税 障壁 と 原 に 

の ある 経済 を 建設 する よう に 権限 を 付与 し 、 実 務 的 対策 を 講じ て 産地 の 問題 に よる 被害 が 生じ な いよ うに し て 、 特 殊 経 済 地帯 に 人 

地方 貿易 も 発展 させ た 。 進出 し た 外国 企業 が 価格 競争 力 の 強化 と 販売 利潤 へ の 期待 
各 都 ・ 市 ・ 郡 に は すでに 地域 の 特性 に 合う 重工 業 、 軽 工業 を 持っ て 投資 協力 に 積極 的 に 参加 で きる よう に し た 。 

の 生産 基地 が 立派 に 整え られ て 、 地 方 貿易 を 発展 させ うる 物 共和 国政 府 の 対外 経済 関係 の 発展 の た め の 法 律 的 保証 

質 的 ・ 技 術 的 土台 が 強固 に 築 か れ て いる 。 と 関連 措置 は 、 各 国 と の 友好 ・ 協 力 関係 を さら に 拡大 し 、 皿 易 
これ に あわ せ て 、 地 方 貿易 単位 で は その 経済 的 土台 を 固め の 持続 的 な 発展 を カカ 強く 促し て きた 。 

る の に 不可 欠 な 部 分 や 箇所 を 補充 す る 方 向 で 貿易 活動 を 展 今日 、 朝 鮮 の 対外 貿易 0 げ て お り 、 社会 

開 し た 。 主義 強 盛 国家 の 建設 と 人 民 の 福祉 増進 に 実質 的 に 寄与 し て 

共和 国政 府 は 、 ds 主義 諸国 と の 対外 経済 関係 いる 。 
を 発展 させ る と と も に 際 市 場 に も 積極 的 に 進出 し て 対外 経 共和 国政 府 は 、 今 後 も 自主 と 親善 、 平 等 と 互 上 思 の 原則 に 
io の ROD の の に 極力 妙 力 し た 。 基づい て 、 朝鮮 の 自主 権 を 尊重 する すべ て の 国 と の 対外 経済 


共和 国政 府 は 、1970 年 代 と 80 年 代 に 周辺 諸国 だ け で な く 〈、 関係 を さら に 発展 させ て いく 〈《 で あろ う 。 


本 時 人 民 主 主義 人 民 共和 国対 外 質 
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朝鮮 民主 主 義人 民 
共和 国 の 投資 政 素 の 


朝鮮 屈指 の 鉄鋼 生産 基地 で ある 黄海 製鉄 連合 企業 
所 で は 、 チュ チェ 化 さ れ た 鉄 生産 工程 を より 高い 水準 で 
近代 化し て いま す 。 

朝鮮 に 豊富 な 鉄鉱 石 と 無煙 記 を 酸素 熱 法 溶鉱炉 に 
装 入 し 、 酸素 を 注入 し な が ら 溶 融 ・ 還 元 さ せ て 銃 鉄 を 生 
産 する 鉄鋼 材 生産 工程 が 確立 され まし た 。 

無煙 炭 ガ ス に よる 高温 燃焼 技術 を 導入 し て 圧延 鋼 
材 を 量産 し て お り 、 UHP 電 気 炉 と レー ル 角 鋼 連 続 造 塊 
生産 工程 の 近代 化 を 完成 する こと に よっ て 、 鉄 鋼材 と 重 
レー ル の 生産 を 増やし て いま す 。 

また 、 石炭 や 鉄 精 鉱 な ど 原 料 の 確保 を 優先 させ 、 
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合金 鉄 の 生産 基地 を 増やし 、 各 生 産 工程 で 標準 技術 
規定 を 順守 する よう に し て 鉄鋼 材 の 生産 を 正常 化し て 
いま す 。 

黄海 製鉄 連合 企業 所 で 生産 され る 型鋼 、 鋼板 、 線材 
な どの 各種 の 鉄鋼 材 と 重 レ ー ル 、 タイ プレ ー ト は 、 鉄 道 
の 近代 化 と 人 民 経 済 各 部 門 に 供給 され て いま す 。 


黄 鉄 貿易 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 黄海 北道 松林 市 
吊 目 還 654 朋 21ISIII ヨ 4S8 
FAX : 850- 2- 381- 4410 


トー oe ミー 


主要 内 容 


世界 各国 と の 経済 協力 関係 を 拡大 、 発 展 さ 
せる の は 、 朝 鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 政府 の 一 
貫 し た 政策 で ある 。 

共和 国政 府 は 創建 当初 か ら 外 国 と の 経済 協 
力 関係 の 発展 を 図り 、 久 人 しい 前 か ら 合弁 ・ 合 
作 方 式 の 外国 投資 を 認め て きた 。 

そし て 、 発 展 す る 現実 の 要求 に 即 し て 投資 
関連 法 と 規定 を 制定 、 ま た は 改定 し 、 社 会 主 
義 坪 法 に も 国家 は 共和 国 の 機関 、 企 業 、 団 体 
と 外国 の 法人 、 ま た は 個人 と の 合弁 ・ 合 作 な 
どの 各種 企業 の 創設 と 運営 を 奨励 する と 規制 
CM の 。 

共和 国政 府 は 、 外 国 と の 経済 協力 関係 を さ 
ら に 発展 させ 、 外 国人 投資 家 の 直 接 投資 条件 
を より 円 滑 に 保障 する た め の さ ま ざ ま な 措置 
を 引き 続き 講じ て いる 。 

工業 、 農 業 、 建 設 、 運 輸 、 科 学 技術 、 観 
光 、 金 融 、 保 健 医療 な ど 、 経 済 の 各 分 野 へ の 
外国 の 直接 投資 を 許容 し て お り 、 先 端 技術 部 
門 、 資 源 開 発 お よび イン フラ 建設 部 門 、 科 学 
研究 お よび 技術 開発 部 門 へ の 投資 を 装 励 し て 
いる 。 

外国 投資 関連 法 を 採択 し 、 各 国 と 二 国 間 、 
多国 間 の 投資 半 励 お よび 保護 協定 、 財 産 と 所 
得 に 対す る 二 重 課税 防止 協定 を 締結 し て 、 外 
国人 企業 家 の 投資 を 奨 励 し 、 投 資 財産 保護 の 
た め の 法 律 的 保証 を も た らし た 。 

外国 投資 企業 の 生産 品目 と 規模 、 製 品 の 質 
に よっ て 、 同 一 品目 の 製品 を 生産 する 企業 の 
創設 を 制限 、 禁 止 す る こと で 投資 企業 の 利益 
を 保障 する な ど 、 外 国人 投資 家 に 有利 な 条件 
を 提供 し 、 特 恵 的 な 措置 も 講じ て いる 。 

また 、 投 資 手 続き の 簡素 化 、 出 資 比 率 の 無 
制限 、 投 資 分 野 の 拡大 な ど 投 資 状 励 の た め の 
ー 連 の 措置 も 講じ て いる 。 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 に は 投資 企業 の た 
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め の 政 治 的 、 経 済 的 、 社 会 文化 的 条件 が 
備わっ て いる 。 
安定 し た 社会 的 ・ 政 治 的 環境 、 多 方 面 
的 な 経済 土台 と 潜在 力 、 企 業 活動 を 円 滑 
と 保障 する イン フラ 、 大 規模 な 消費 市 場 
へ アク セス で きる 地政 学 的 条件 、 生 産 的 
な 労働 力 と 有 能 な 企業 お よび 技術 管理 
者 、 低 税率 と 少な い 税金 項目 、 豊 富 な 資 
源 な ど は 注目 され る 投資 環境 と な っ て い 
る 。 
共和 国 に お ける 対外 経済 交流 と 協力 
は 、 日 増し に 発展 し て いる 。 
合弁 ・ 合 作 を は じ め 投 資 企業 活動 が 活 
発 化し 、 多 く の 合弁 ・ 合 作 会 社 が 好成績 
を 上 げ て お り 、 契 約 上 の 義務 履行 に お い 
て 信用 を 守っ て いる 。 
共和 国政 府 は 、 世 界 の 経済 発展 超 勢 と 
国 の 現実 的 要求 に 即 し て 対外 経済 関係 を 
いっ そう 拡大 発展 させ る た め 、 外 国人 投 
資 家 が 共和 国領 域 天 に 投資 する こと を 苗 
励 す る 経済 開発 区 法 を 採択 、 公 表し 、 外 
国 投資 法律 制度 を 全面 的 に 確立 し た 。 
それ に よっ て 地方 の 特性 と 自然 地理 的 
条件 、 経 済 発展 土台 な ど に 基づい て 各 道 
に 1 一 2 の 経済 開発 区 を 創設 する た め の 
事業 が 先 を 見 通し て 行わ れ て いる 。 
経済 開発 区 は 、 対 外 経 済 協力 と 交流 に 
有利 な 地域 、 国 の 経済 と 科学 技術 の 発展 
に 寄与 で きる 地域 に 創設 する の を 原則 と 
し 、 外 国人 投資 家 が 共和 国政 府 の 承認 を 
得 て 単 独 、 ま た は 共同 で 開発 、 運 営 で き 
る 十分 な 条件 が 保障 され る 地域 で ある 。 
経済 開発 区 の 長期 的 な 開発 計画 と 細部 
開発 計画 が 作成 され 、 投 資 誘致 活動 が 活 
発 に 行わ れ て いる 。 
首都 平壌 や 各地 で 特殊 経済 地帯 の 開発 
と 関連 し た 国際 討論 会 が 開か れ 、 各 国 の 
企業 代表 団 の 企業 間 面 談 、 経 済 開発 区 に 
対す る 現地 視察 な ど 、 い ろ い ろ な 活動 が 
行わ れ て いる 。 

共和 国政 府 は 今後 、 自 主 、 平 和 、 親 善 

理念 の も と 、 平 等 と 互恵 の 原則 に 基 づ 
3 の 協力 関係 を 引き 続き 
拡大 、 発 展 さ せる だ ろう 5。 


朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国対 外 質 電 


丁 香 復 合 画 製品 


丁 香 複合 菌 は 、 人 間 の 健康 に よい 各種 の 乳酸 菌 群 か ら な 
り 、 い ろ い ろ な 機能 性 健康 食品 の 生産 に 利用 され ます 。 

本 香 複合 菌 に は 乳酸 菌 、 有 機 酸 、 ビ タ ミ ン 、 ア ミノ 酸 、 
蛋 白質 な ど 健 康 に よい 10 余 種 の 栄養 物質 が 豊富 に 含ま れ て 
いま す 。 

丁 香 複合 菌 製 品 と し て は 、 丁 香 複合 菌 栄 養 粉 、 乳 酸 粉 、 発 
酵 飲料 な ど が あり ます 。 

これ ら の 製品 の 固有 の 味 は 人 気 が あ り 、 糖 尿 病 、 ア ル 
コー ル 性 肝 障 害 な どの 肝臓 病 、 腎 臓 機能 障害 、 膝 臓 炎 を 患 
う 愚 者 、 そ し て スポ ー ツ 選手 や 子供 、 老 人 に 特に 効果 が あ 
り ま す 。 


体力 増進 会 社 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 域 
TML : 850-2-18111-9992 
FAX : 850-2-381-4410 


「 妖 膝 」 天 甘 副 がき 


「 蜂 肥 」 天然 歯みがき は 、 品 腔 の 細菌 を 取 除 き 、 歯 槽 腰 漏 
や 邊 人 が どの 上 膝 病 を 防 | 治療 | まま 8 

本 製品 を 使う と 、 歯 が 真っ 白く 艶 や か に な り 、 品 腔 内 が 清 
染 ぐ 表 の に な る 2 は の り IG で AA 侍 康 に 5 朋 多 で 

高 慌 薬 草 で 製 し た 高級 先端 技術 製品 で あり 、 朝 鮮 民主 主義 
人 民 共 和 国 の 特許 権 を 受け て いま す 。 


朝鮮 祥 原 貿易 会 社 
理 鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 普通 江 区 域 
ML 4 032=iM0IE8MIU=0I41 
FAX : 850-2-381-4410 
E-mqil : sw2012@star-co.net.Kp 


アン ズ ・ オ リコ ゴ 背 完 但 流 


アン ズ ・ オ リ ゴ ヨ 精 栄養 液 は 、 ス ポー ツ 選 手 の 競 技能 力 の 向 
上 や 疲労 回 復 、 各 種 疾病 の 予防 ・ 治 療 に 効果 が ある 天然 抗 酸 
化 健康 食品 で す 。 

本 製品 を 使う と 、 訓 練 や 肉体 的 負担 に よる 消化 障害 や や 疲 
労 、 無 力 感 が な く な り 、 筋 痛 、 関 節 痛 な どの 症状 が 解消 さ 
れ 、 運 動 意 欲 が 高まり ます 。 

スポ ー ツ 選手 や スポ ー ツ 愛好 家 に 人 気 の あ る アン ズ ・ オ リ 
ゴ 精 楽 養 液 は 、 朝 鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 特許 製品 に 全 録 され 
ES Le 


体力 増進 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 城 
TEL : 850-2-18111-9992 
FAX : 850-2-381-4410 


鉱山 は 埋蔵 量 が 豊富 で ある ば か り で な く 、 投 資 の 効率 
が 高く 、 交 通 条 件 も 有利 な の で 国内 外 の 注目 を 集め て い 
ます 。 


12 月 5 日 青年 鉱山 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平安 北道 龍 川 郡 
TEL : 850-2-18111-381-6141/6146 
FAX : 850-2-381-4410/4416 
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砂 呑 妥 失 総 礁 社 


平壌 市 牡丹 峰 区 域 に 法定 住所 を 置く 妙 香 貿易 総会 社 
は 、30 余 年 前 に 設立 され た 共和 国 の 権威 ある 対外 貿易 
機関 で す 。 

1988 年 か ら サ ービス 食 易 を 基本 と し て 業務 を 始め 
た 総会 社 は 、 新 し い 対 外 経済 分 野 の 開拓 に 力 を 入れ て 
技術 貿易 、 加 工 貿易 、 海 上 運輸 な ど 業 種 を 不断 に 拡大 
し 、 相 応 の 物質 的 ・ 技 術 的 土台 を 強固 に 築い た 実力 の 
ある 貿易 機関 と し て 発展 し まし た 。 

平壌 と 各地 方 に いろ いろ な 業種 の 強固 な 生産 基地 を 


設け 、 有 能 な 技術 者 、 専 門 家 、 技 能 工 を 擁し て お り 、 欧 
州 や アジ ア を は じ め 世 界 各 国 の 企業 と 数 十 の 合弁 ・ 合 作 
会 社 、 支 社 を 設置 ・ 運 営 し 、 幅 広い 経済 貿易 活動 を 行っ 
IiG ま すず 

妙 香 貿 易 総 会 社 は 、 今 後 も 新 世 紀 の 要 請 に 即 し て 
開発 ・ 創 造型 の 企業 経営 活動 を 志向 し 、 持 続 的 か つ 将 
来 性 の ある 発展 を 遂げ る た め に 、 信 用 と 実利 を モッ ト 
ー と し て より 多く の 国 と の 交流 と 協力 を 強化 し て いく 
SG 


妙 香 貿易 総会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 牡丹 峰 区 域 
TEL : 0085-02-18111-8388/8136 
FAX : 0085-02-881-4410 
BR-mail : kwa@star-co.ne1.kp 


程 、 工 業 用 香料 の 生産 工程 、 数 十 種 の ボディ 一 香水 、 ル ー ム 香水 、 車 内 香水 な ど 各 種 香水 の 生産 工程 も 
すべ て 近代 化 、 舞 記 生れ 00NI ま 0 


9 シン 
回 失 記 虹 、 い ン 平壌 香料 工場 は 、 舎 料 植物 か ら 抽出 し た 天然 舎 料 を も っ て 作っ た 食用 ・ 工 業 用 舎 料 を 各 食品 工場 や 化粧 
ーー ニーーー 人 なー 品 工 場 、 歯 科 衛生 用 品 工場 に 供給 し て いま す 。 
ーー = 朝鮮 は 植物 の 種類 が 多様 で 、 無 公害 、 無 染 地帯 も 多い で す 。 この よう な 環境 で 生産 され た 天然 香料 に 
ジュ ーーー ニー 電 


対す る 各国 の 和 要 は 高まっ て いま す 。 

平壌 香料 工場 は 、 香 料 工 業 の 物質 的 ・ 技 術 的 土台 を 一 層 強 固 に 
し 、 経 営 を 将来 を 見 通し て 発展 させ る た め 、 朝鮮 の 天然 香料 に 関心 を 
持つ 各国 の 企業 と の 協力 と 交流 を 強化 し て いく 〈 で し ょ う 。 


天然 香 を 集め て 人 々 の 生活 を 潤い の ある も の に し て くれ る 各種 の 香 製 品 を 生産 する 平壌 香料 工場 は 、 
量 色 の よい 大 同 江 呼 に あり ます 。 
衝 料 の 研究 と 生産 が 一 体 化 され 、 い ろ い ろ な 天然 香料 、 食 用 香料 、 工 業 用 香料 を 作っ て いる 同 エ 
N 場 は 、 天然 香料 を 基本 と し て 香料 生産 の 工業 化 を 実現 し 、 そ れ に 必要 な 科学 技術 的 土台 を 貧 き まし た 。 和香 
銀 S、 
エ 場 で は 、 朝鮮 の 原料 と 資源 に よる 香料 の 開発 ・ 研 究 が 進め られ 、 る の 成果 が 生産 に 導入 され て 、 同庁 お SIN 机 国 3 失 
新しい 天然 香料 が 量産 され て いま す 。 TEL : 850-2-18111-341-8140 
優れ た 香料 研究 者 を 有 し て いる 工場 の 香料 研究 所 は 、 送 代 的 な 実験 ・ 分 析 設 備 を 完備 し 、 MA 
人 体 の 成長 と 病気 の 治療 に 効能 の 高い 機能 性 天然 香 製 品 を 開発 し て いま す 。 AM 
天然 香料 の 生産 工程 で は 、 朝 鮮 の 山野 か ら 採 取 し た 植物 の 花 と 葉 、 実 、 種 な どか ら 
健康 に よい いろ いろ の 精油 を 抽 出し て お り 、 抽出 、 配 合 、 注 入 、 包 装 な ど 各 工程 は オ 
ー ド 化 さ れ て いま す 。 
松藤 呑 、 イ ナ ゴ 香 、 ナ ョ ウ セ ンコ ゴミ シ 香 、 ヨ モ ギ 香 な ど 各種 の 食 有 
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頼 胃 の 成 仁 生成 興 再 典 あ 用 才 に ある 導 g 釘 ああ 条 委 提 は 、 頼 妖 東 梁 矯 の 捕 閣 の 秦 沙 次 針 あ 地 の 一 つ 
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交 鞍 か ら わ ず か !/0w し か 散 人 れ て い を い 縛 新 を 自 准 樹 社 の 補 に ある 体 委 周 の バル コニー で は 、 次 面 を 胡 
っ 赤 に 貞 め を が ら 水 千 人 の こう から 頼 呂 が 衝 る 壮観 を 楽し むこ と が で きま す 。 

収容 能 カ 300 全 へ の 体 委 間 に は 、 箱 和 密 が 韻 胡 で きる 生 小 覆 件 が 二食 に 暮 つ て いる / 等 室 、2 等 室 、3 
等 室 の 密室 が ある 2 森下 て の 20 全 の 末 末 が あり 、 周 際 通 信 取 枚 旭 、 収容 能 750 へ の 会 場 、 将 る の あ 
る 念 事 室 、 高大 、 言 誠 、 縛 訪 飲 料 才 、 カ ラオ ケ 室 、 下 髪 定 、 ビ リヤ ー ド 場 、 バ レー ボー ルコ ー ト を ど 
いろ いろ な サー ビス 欧 雪 が 備 っ て いま す 。 

体 委 提 の 画 革 サー ビス 欧 数 で は 、 健 承 に よい イガ イ 針 も を はい め 様々 の 應 攻 料 理 、 焼 き 肉 、 千 夫 准 
麺 を どの 拓 基 料 理 、 牛 向 切り 身 焼 き 、 ハ ンバーグ ステ ー キ を どら の 外 購 料理 を 瞬 し て いま す 。 

記 め 観光 あ 体 角間 は 7986 午 3 月 に 岡 難し まし た 。 


科 償 装置 な ど 様 々 な 電気 設 
備 を 生産 し て いま す 。 

会 社 は 生産 品目 を 増 や 
し 、 経 営 活動 を 先進 水準 に 
引き 上 げ 、 各 国 と の 技術 交 
流 と 協力 を 活性 化す る た め 
と 友 力 し て いま す 。 
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朝鮮 電気 質 易 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
平壌 市 大 同 江 区 域 
TEL: 850-2-18111-381-8498 
FAX: 850-2-381-4410/4416 


E-mail:jongi の ⑦star-co.net.kp 


久志 所 貞 多 人 


会 社 傘 下 の 碧 素 鉄 や 炭 力 発 電 所 に 必要 な 水 ガ ラス 


1991 年 8 月 に 設立 され た 朝鮮 電気 貿易 会 社 は 、 素 鉄 、 炭 化 圧 素 、 水 ガラ ス の 生産 基 化 球 素 の 生産 基地 で は 、 白 を 生産 、 供 給 し て いま す 。 
地 、 理 石 鉱山 、 平 壌 電気 器具 工場 な どの 生産 基地 を 有 し 、 各 種 製品 の 生産 と 輸出 を 行っ 太 石 鉱山 で 生産 され た 白 平壌 電気 農具 工 1 画 ・oees 
て いま す 。 石 を 主 原料 と し て 塊状 、 粉 。 場 で は 、 各 種 規 格 の 語詞 ! 
未 状 の 素 鉄 や 炭化 大 素 。 静 電 コ ン デ ン サ ( 低 」 “ ram 


な ど を 生産 し て いま す 。 そ 圧 、 高 圧 、 特 高圧 ) 
れ ら の 製品 は 品位 が 高い の と 配電 盤 、 自 動力 率 
で 、 国 内 外 の 需要 が 増え て 
いま す 。 

水 ガ ラス 生産 基地 で は 火 
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デュ ーー 人 民 経 済 の 各部 門 で 広く 使わ れる モー 
、 発 電機 な ど を 生産 、 供 給 する 企業 で す 。 

近年 、 工 場 で は 品質 を 保証 する た め に 、 自 動 絶縁 物 お よび 
養 線 挿入 機 、 油 圧式 鋳造 機 、 エ ナメ ル 銅 線 垂直 塗布 器 を 製作 
し 、 中 型 電動 機 ア ルミ ニウム 巻 線 鋳造 工程 と 極小 型 ・ 小 型 発 
電機 自己 励磁 安定 シス テム な ど を 確立 し て 生産 を 増やし て い 
まう 

工場 で は 生産 の 正常 化 と と も に 、 新 製品 の 開発 に 投資 を 集 
中 し て 、 高 効率 の 1. 5 馬 水 中 ポン プ 、 新 型 サ ー ボ モー ター で 
ある リラ クタ ンス モー ター、SR モ ー タ ー な ど 10 余 種 の 新 製 品 
を 開発 し 、 生 産 し て いま す 。 

現在 、 工 場 で 生産 され る 非同期 電動 機 、 リ ラク タン スモ ー 
ター、 診 導電 圧 調整 器 な ど は 品質 と 効率 が 優れ て いる の で 需 
要 が 高まっ て いま す 。 

各種 出力 の リラ クタ ンス モー ター は 技術 的 性 能 が 優 
れ 、2016 年 9 月 、 朝 鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国 特許 製品 に 登録 され 
に 3025 

工場 で は 、 技 術 革新 、 新 製品 開発 に 力 を 入れ る 一 方 、 外 国 
企業 と の 技術 交流 と 協力 も 活発 に 行っ て いま す 。 


機械 質 易 総会 社 
民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 東大 院 区 域 
TEL : 850-2-18111-381-8102 
FAX : 850-2-381-4495 
E-mail : kigye@star-co. net. kp 
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人 国対 外 貿 易 


N 


を 測定 ・ MS 


食品 及び 化学 工業 部 門 で 利用 され る 液体 の 比重 と 温度 


|、 」、 々 の 結果 を MODBUS-ASCI 通 信 方 共に よっ て コン ピュ ー タ に 伝送 する 分 


設備 で す 。 
加 の 中 還 計 は アロ ー ト 、 洋 力 館 生還 2 2 
隈 イス プレ ネ な どか ら な っ て いま す 。 


仕 様 
フロ ー ト の サイ ズ : ①40mm X80mm 
フロ ー ト の 重量 : 200g 


電源 電圧 5 DC220W 
比重 測定 精度 、・ 0.005 
比重 測定 範囲 : 0 て 2 
NM 埋 信 方 式 : RS-485/Modbus-ASCI9600bps 
未来 科学 技術 院 


朝鮮 輸 . 主 主義 人 民 共 ーー 
WEL : 850-2-381 -614/6146 
FA : 850-2-381-4410/4416 
E-mQll : kut@ sfqr-co.nel.kp 


アリ ラン 食 易 会 社 は 、 複 数 の 園 林 研 究 基 地 を 持 
っ て 技術 交流 や 製品 サー ビス 活動 を 基本 と し て い 
Pc 

会 社 傘 下 の 花 埋 ・ 盆 栽 ・ 芝 研究 基地 と ドラ イフ 
ラ ワ ソー 製作 所 、 花 電 展 示 場 で は 、 各 種 の 花 電 製 品 
の 開発 と サー ビス 活動 を 行っ て いま す 。 

有 能 な 園芸 家 た ちがい る 花 斉 研究 基地 は 、 広 い 
栽培 場 の 温 ・ 湿 度 の 制御 を は じ め す べ て の 研究 工 
程 に 先進 技術 が 導入 され て いま す 。 

ここ で は 、 朝 鮮 と 世界 各地 域 で 育つ 優秀 品種 
の 花 が 栽培 、 育 種 さ れ て お り 、 新 品種 の 開発 と 育 
種 、 栽 培 技 術 を 発展 させ る た め の 交 流 と 協力 が 活 
発 に 行わ れ て いま す 。 

盆栽 と 芝 研 究 基 地 の 物 質 的 ・ 技 術 的 土台 も 強固 
こ 築 か れ て いま す 。 

会 社 は 園 林 技 術 研究 で 多く の 成果 を 収め 、 日 増 
し に 高まる 人 々 の 美的 要求 に 応じ た 新 製品 を 作り 
出し て いま す 。 


Pe ーー 
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特に 、 朝 鮮 の 国 樹 で ある 松 の 盆 栽 製 品 に 対す る 
国内 外 の 需要 は 高い で す 。 

四季 を 通じ て 街 と 家庭 を きれ い に 装 飾 す る ドラ 
イフ ラ ソ ワー 製品 も 人 気 を 集め て いま す 。 

優れ た 製作 技術 で 作ら れ た 会 社 の ドラ イフ ラ ワ 
ーー 製品 は 人 気 を 博 し て いま す 。 

平壌 の 各所 に ある 花 弄 展 示 場 の サー ビス 活動 も 
異 受 を 放っ て いま す 。 

花 電 展 示 場 で は 、 生 花 、 ド ドラ イフ ラ ワ ー、 盆 栽 
製品 の 展示 と 共に 、 園 林 技 術 サ ービス も 行っ て い 
E36 記 

アリ ラン 貿易 会 社 は その 他 、 被 服 、 製 紙 な どの 
輸出 加工 基地 と 情報 サー ビス 基地 を 有 し 、 多 様 な 
業務 活動 を 行っ て 持続 的 な 発展 を 遂げ て いま す 。 

キム ・ ギ ョ ン イ ル 社 長 は 、「 世 界 の 超 勢 に 即 し 
て 園 林 技 術 を 絶え ず 発展 させ る た め に 各国 と の 技 
術 交流 や 協力 を 強化 し 、 研 究 基 地 の 運 営 を 活性 化 
する こと で 、 人 民 に より 文化 的 な 生活 環境 を 保障 
する こと に 大 い に 寄 与 す る だ ろう 」 と 語っ て いま 
268 


アリ ラン 質 易 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 普通 江 区 域 
TBL : 850-2-18111-6141 
FAX : 850-2-381-4410 
E-mail : wonye@star-co.net.kp 
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朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 対外 経済 仲裁 法 


(第 4 章 一 第 7 章 ) 


チュ チェ 88(1999) 年 7 月 21 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 答 員 会 政 金 第 875 号 と し て 採択 
チュ チェ 97(2008) 年 7 月 29 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 委員 会 政信 第 2800 号 と し て 修正 、 補 足 
チュ チェ 103(2014 年 7 月 23 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 委員 会 政信 第 92 号 と し て 修正 、 補 走 


第 4 章 仲裁 手順 
第 33 条 (当事者 の 地位 ) 
当事者 は 、 紛争 事件 の 取り 扱い と 処理 に お いて 同等 の 地位 
を 持ち 、 自 分 の 主張 事実 を 十分 に 陳述 する こと が で きる 。 
第 34 条 (仲裁 手順 の 決定 ) 
仲裁 手順 は 当事者 が 合議 し て 定め る こと が で きる 。 
当事者 間 の 合意 が な い 場 合 に は 本 法 の 手順 に 従う 。 
第 35 条 (仲裁 場所 ) 
仲裁 場所 は 当事者 が 合議 し て 定め る 。 
当事者 の 合意 が な い 場 合 に は 、 仲裁 部 が 当事者 の 便 官 、 
事件 解決 の 状況 全般 を 考慮 し て 仲裁 場所 を 定め る 。 
仲裁 部 は 、 当事者 間 に 他 の 合意 が な い 限 り 、 仲裁 場所 以 
外 の 必要 な 場所 で 仲 靖 員 の 協議 、 証 人 や 鑑定 人 その 他 事 件 
の 関係 者 と 事実 の 確証 、 財産 や 文書 の 調査 な ど を 行う こと が 
5G き さる 。 
第 36 条 (仲裁 の 開始 日 ) 
当事者 の 合意 が な い 限 り 、 仲裁 は 被 申請 者 が 仲 六 受 理 通 
書 を 受け 取っ た 日 か ら 始 まる 。 
第 37 条 (仲裁 言語 ) 
当事者 は 仲裁 言語 に つい て 合議 する こと が で きる 。 
当事者 間 に 合 意 が な い 場 合 に は 仲裁 部 が 仲裁 言語 を 決定 
裁 部 の 決定 が な い 場 合 に は 朝鮮 語 に する 。 
裁 言 語 は 、 当事者 の 文書 、 仲裁 審理 、 裁 決 、 
決定 と その 他 の 通知 に も 使わ れる 。 
第 38 条 (請求 と 抗弁 ) 
原告 は 当事者 が 合意 し た か 、 仲裁 部 が 定め た 期間 内 に 
分 の 請求 事実 と 紛争 の 内 容 、 要 求 事項 を 主張 し な けれ ば な ら 
ず 、 被 告 は それ に 対す る 抗弁 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 
当事者 は 自分 の 主張 を 証明 し 2 る 証拠 文書 や 証拠 物件 を 
提 由 する こと が で き 、 事 件 の 取り 扱い 期間 内 に 自分 の 請求 の 
内 容 、 抗 弁 の 内 容 を 修正 し た り 補足 する こと が で きる 。 
裁 部 は 当事者 の 請求 の 内 容 また は 抗弁 の 内 容 の 修正 、 
下 足 が 不当 で 、 事件 の 解決 が 遅れ る と 認め る 場合 、 そ れ を 承 
麗し な く て も よい 。 
第 39 条 (仲裁 審理 方 式 の 決定 ) 
仲裁 部 は 仲裁 審理 を 口頭 で 行う か 文書 で 行う か を 決定 
し な けれ ば な ら な い 。 この 場合 、 当事者 と 合議 し な けれ ば 
な ら な い 。 
第 40 条 (当事者 の 義務 不履行 に 対す る 処理 ) 
原告 が 正当 な 理由 な し に 請求 文書 を 提出 し な い 場 合 に は 
事件 の 取り 扱い を 中 止 し て 締め 括り 、 被告 が 十分 な 理由 な し 
に 抗弁 書 を 提出 し な い 場合 に は 事件 の 取り 扱い を 続け る 。 
前 項 の 場合 、 被 告 が 抗弁 書 を 提出 し な い 事 実は 原告 の 主 
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を 認め た こと に は な ら な い 。 
仲裁 部 は 、 原告 と 被告 の うち 一 方 が 正当 な 理由 な し に 仲裁 
審理 に 参加 し な いか 、 証拠 を 提出 し な い 場 合 、 仲裁 審理 を 行 
い 、 提 出さ れ た 証拠 に 基づい て 裁決 を 下す こと が で きる 。 
当事者 間 に 他 の 合意 が ある か 、 仲裁 部 が 正当 な 理由 が ある 
と 認め る 場合 に は 前 項 を 適用 し な い 。 

第 41 条 (鑑定 人 、 証 人 ) 
当事者 間 に 他 の 合意 が な い 限 り 、 仲裁 部 は 鑑定 の た め に 
鑑定 人 を 指定 し 、 彼 に 必要 な 資料 を 提供 し た り 、 当事者 が 鑑 
定 に 関す る 文書 、 物 件 な ど を 鑑定 人 に 提出 する よう 要求 する 
こら SN で きる 。 

一 方 の 当事者 が 要求 する 場合 、 ま た は 仲裁 部 が 必要 だ と 
認め る 場合 に は 、 鑑 定 人 、 証 人 を 仲裁 審理 に 参加 させ て 答弁 
きのこ と 6 で きる 

第 42 条 (証拠 調査 の 依頼 ) 
仲裁 部 は 、 当 事 者 の 申請 また は 必要 に 応じ て 証拠 の 調査 
を 行っ た り 、 裁判 機関 や 当該 機関 に 証拠 の 調査 を 依頼 する こ 
と が で きる 。 
当事者 も 仲裁 部 の 承認 を 得 て 証拠 の 調査 を 依頼 する こと が 
SN 

証拠 の 調査 を 依頼 する 場合 に は 、 依 頼 文書 に 必要 な 
を 明記 する 。 

第 43 条 (証拠 調査 結果 の 通知 ) 

証拠 調査 の 依頼 を 受け た 機関 は 、15 日 以内 に 証拠 の 
を 行っ た 後 、 証 人 審問 調書 騰 本 や 鑑定 調書 騰 本 、 検 証 g 
騰 本 な どの 証拠 調査 文書 を 仲裁 委員 会 を 通じ て 仲裁 部 に 
ら な けれ ば な ら な い 。 

第 44 条 ( 逆 仲裁 ) 

被告 は 受理 され た 仲裁 事件 に 対し て 逆 仲 裁 を 申請 する こと 
NG こと 

送 仲 裁 は 基本 仲裁 と 直接 関連 する も の で な けれ ば な ら ず 、 
仲裁 審理 が 終了 する 前 に 提起 し な けれ ば な ら な い 。 

仲裁 委員 会 は 、 逆 仲裁 に より 仲裁 事件 の 処理 が : 
め る 場合 、 逆 仲裁 の 申請 を 受理 し な く て も よい 。 


第 5 章 裁決 
第 45 条 (裁決 の 準拠 法 ) 
裁決 の 準拠 法 は 当事者 が 合議 し て 定め る 。 
当事者 間 に 裁 決 の 準拠 法 に 関す る 合意 が な けれ ば 、 仲裁 
部 は 紛争 事件 と 最も 密接 な 関連 が あり 、 適 用 可能 と 認め る 法 
を 適用 し な けれ ば な ら な い 。 この 場合 、 契約 条件 と 国際 的 慣 
例 を 考慮 し て 決定 し た り 、 裁決 を 下さ な けれ ば な ら な い 、。 
第 46 条 (仲裁 部 の 意思 決定 方 法 ) 


国 
山 
田 
出 


査 
書 
送 


員 3 名 で 構成 され た 仲裁 部 の 意思 の 決定 は 多数 決 
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当事者 の 合意 また は 仲裁 部 の 成員 の 合意 が ある 場合 に 
は 、 責 任 仲裁 員 が 意思 の 決定 を 行う 。 

第 47 条 (和解 ) 
当事者 は 、 仲裁 事件 の 取り 扱い ・ 処 理 の 任意 の 段階 で い 
つ で も 互い に 和解 する こと が で きる 。 
仲裁 部 は 、 当事者 が 和解 し た 場合 、 事 件 の 処理 を 締め 括 
り 、 和解 の 決定 を 行わ か な けれ ば な ら な い 。 

和解 の 決定 は 当該 事件 に 対し て 裁決 と 同じ 効力 を 持つ 。 

第 48 条 (調停) 

対外 経済 紛争 は 調停 の 方 法 で 解決 する こと も で きる 。 
調停 の 決定 は 当該 事件 に 対し て 裁決 と 同じ 効力 を 持つ 。 

第 49 条 (裁決 文 の 作成 形式 ) 

裁決 文 は 書面 で 作成 する 。 
裁決 文 に は 仲裁 員 の 署名 が な けれ ば な ら ず 、3 名 の 仲裁 
員 で 構成 され た 仲裁 部 の 裁決 文 に は 過半 数 の 仲裁 員 の 著 
名 が な けれ ば な ら な い 。 
第 50 条 (裁決 文 の 内 容 ) 
裁決 文 に は 、 裁 決 の 根拠 と な る 事由 と 裁決 文 の 作成 日 、f 
裁 場所 な ど を 明記 する 。 
裁決 は 裁決 文 に 明記 され た 日 付 に 、 そ の 場所 で 下 し た も 
の に する 。 
第 51 条 (裁決 文 の 発送 ) 
裁決 が 下さ れ た ら 仲 裁 委 員 会 は 裁決 文 騰 本 を 当事者 に 発 


送 す る か 、 直接 渡さ な けれ ば な ら な い 。 
第 52 条 (仲裁 の 終結 ) 
仲裁 は 裁決 また は 次 の 場合 、 仲裁 部 の 決定 に より 終 


回 58 

【 告 が 仲裁 提起 を 取り 消し た 場合 

パ 告 と 被告 が 仲裁 の 終了 に 合意 し た 場合 
. 仲 裁 部 が 仲裁 の 継続 が 不 必要 また は 不可 能 と 認め る 


目 
ケ 


促 裁 部 は 、 原 告 が 仲裁 提起 を 取り 消し た が 、 被告 が 同意 せ 
ず 、 紛争 を あく まで 解決 する こと が 被告 に と っ て 正当 な 利益 
が ある と 認め る 場合 に は 、 仲裁 事件 の 取り 扱い を 終了 し て は 
な ら な い 。 
仲裁 部 の 活動 は 、 本 法 第 54 条 と 第 59 条 の 場合 を 除い て 
は 、 仲裁 の 終結 と と も に 終了 する 。 
第 53 条 (裁決 文 の 訂正 、 解 釈 お よび 追加 裁決 の 申請 ) 

次 の 場合 、 当事者 は 、 期 間 を 別に 定め な い 限 り 、 裁 決 文 を 
受け 取っ た 日 か ら 30 日 以内 に 裁決 文 の 訂正 、 解 息 ま た は 追 
加 裁 決 を 申請 する こと が で きる 。 

0 あ 2 生 半 7 記 (0 上 OO 60 2 の 
する 場合 

2. 裁 決 文 の 一 部 の 内 容 に つい て の 解釈 が 必要 な 場合 

3. 請 求 は し た が 、 裁 決 文 に 含ま れ て いな い 問 題 に 対す る 追 
加 裁 決 を 要求 する 場合 
仲裁 部 は 、 一 方 の 当事者 が 裁決 文 の 訂正 、 解 釈 ま た は 追 


加 裁 決 を 
ば な ら な い 。 

第 54 条 (裁決 文 の 訂正 、 解 釈 お よび 追加 裁決 ) 
裁 部 は 、 裁 決 文 の 訂正 、 解 釈 の 申請 が 正当 だ と 認め られ 
れ ば 、30 日 以内 に 訂正 、 解 息 を し な けれ ば な ら な い 。 この 場 
合 、 解 釈 文 は 裁決 文 の 一 部 分 と な る 。 

追加 裁決 の 申請 が 正当 で ある 場合 に は 、45 日 以内 に 追加 
裁決 を 下さ な けれ ば な ら な い 。 

や む を 得 な い 場 合 、 仲裁 部 は 仲裁 委員 会 の 同意 を 得 て 、 
裁決 文 の 訂正 、 解釈 また は 追加 裁決 の 期間 を 延長 する こと 
MMS 

裁決 文 の 訂正 、 解 釈 、 追加 裁決 の 形式 は 本 法 第 49 条 と 第 
50 条 に 準ずる 。 


当事者 に 通知 し な けれ 


第 6 章 裁決 の 効力 お よび 取り 消し の 提起 
第 55 条 (裁決 の 効力 発生 日 ) 
裁決 の 効力 は 、 裁決 文 を 作成 し た 日 か ら 発生 する 。 
第 56 条 (裁決 の 取り 消し の 提起 ) 
裁決 に 異議 が ある 当事者 は 、 そ の 取り 消し を 提起 する こと が 
KG この 月 
裁決 の 取り 消し は 裁判 機関 に 提起 する 。 
第 57 条 (裁決 の 取り 消し 提起 事由 ) 
裁決 の 取り 消し 提起 は 、 次 の 事実 を 証明 し た 場合 に の み 行 
うこ 2 で きる 。 
1. 当 事 者 が 仲 六 合 意 当時 の 準拠 法 に より 無能 力 者 で ある と 
いう 事実 
2. 仲 裁 合意 が 、 当事者 が 指定 し た 法 、 また は 当事者 が 指定 
し な か っ た 場合 に は 共和 国 の 法 に より 効力 が な いと いう 事実 
3. 当 事 者 が 、 仲裁 員 の 選定 また は 仲裁 手順 に つい て 適切 
な 通知 を 受け 取る こと が で き な か っ た か 、 や む を 得 な い 事 由 に 
より 抗弁 する こと が で き な か っ た と いう 事実 
4. 裁 決 が 仲裁 合意 の 対象 で な い 紛 争 を 対象 と し た か 、 仲裁 
意 の 範囲 を 逸脱 し た と いう 事実 
. 仲 裁 部 の 構成 また は 仲裁 手順 が 本 法 に よる 当事者 の 合 
K に 反する か 、 当事者 の 合意 が な い 場 合 、 本 法 に 違反 する と 
\ 事 実 
第 58 条 (裁決 の 取り 消し 申請 の 有効 期間 ) 
裁決 の 取り 消し 申請 の 有効 期間 は 、 当事者 が 裁決 文 も し く 
は その 訂正 文 、 解 釈 文 、 追 加 裁決 文 を 受け 取っ た 日 か ら 2 カ 
月 間 と する 。 
有効 期間 が 過ぎ た か 、 裁 決 に つい て 裁判 機関 の 執行 判定 
が 確定 し た 後 は 、 裁 決 の 取り 消し 申請 を 行う こと が で き な い 。 
第 59 条 (裁決 の 取り 消し に 関す る 裁判 機関 の 措置 ) 
裁判 機関 は 裁決 の 取り 消し 申請 を 受理 し た 日 か ら 2 カ月 以 
内 に 処理 し な けれ ば な ら な い 。 
裁決 の 取り 消し 申請 が 正当 で ある 場合 に は 仲裁 審理 を し な 
お す よ 2 う 通 知 し 、 裁決 の 取り 消し 事由 が 裁決 に 直接 的 な 影響 
を 及ぼ さ な い 場合 に は 当該 する 事由 を な くす の に 必要 な 措 思 
を 講じ る よう 仲裁 委員 会 に 要求 する こと が で きる 。 


第 7 章 裁決 の 執行 
第 60 条 (裁決 の 執行 ) 
当事者 は 、 裁 決 文 に 指摘 され た 期間 内 に 裁決 を 正確 に 執 
行 し な けれ ば な ら な い 。 
裁決 文 に 裁決 の 吉 行 期間 が 定め られ て いな い 場 合 に は 、 
即時 に 執行 し な けれ ば な ら な い 。 
第 61 条 (裁決 の 執行 申請 ) 

責任 の ある 当事者 が 裁決 文 に 指摘 され た 義務 を 適時 に 履 
行 し な いか 、 不誠実 に 履行 する 場合 、 相 手 の 当事者 は 直接 ま 
た は 仲裁 要員 会 を 通じ て 裁判 機関 や 当該 機関 に 裁決 の 執行 
を 申請 する こと が で きる 。 

裁決 執行 の 申請 文書 に は 裁決 文 の 騰 本 を 添付 する 。 

第 62 条 (裁決 の 執行 、 制 裁 措置 ) 

裁判 機関 また は 当該 機関 は 、 裁 決 の 執行 申請 を 受理 し た 
日 か ら 30 日 以内 に 申請 文書 を 検討 し 、 判定 、 決 定 に より 裁決 
を 執行 さす せな けれ ば な ら な い 。 
当事者 が 裁決 を 執行 し な い 場 合 に は 、 銀 行 口座 の 凍結 、 搬 
出 ・ 撮 入 物資 の 手続 き 中 止 、 財 産 の 抑留 お よび 没収 、 罰金 の 
弁 課 経営 活 動 の 中 止 、 出 入国 の 中 止 な どの 措置 を 講じ る こ 
と が で きる 。 

第 63 条 (当該 国 の 裁判 機関 へ の 執行 申請 ) 

裁決 に より 執行 すべ き 財 産 が 共和 国 の 領域 外 に ある 場 
合 に は 、 当該 国 の 裁判 機関 に 裁決 の 執行 を 申請 する こと 
が で きる 。 

第 64 条 (外国 の 仲裁 部 が 下 し た 裁決 の 承認 と 執行 ) 
外国 の 仲裁 部 が 下 し た 裁決 の 承認 と 執行 は 共和 国 の 当該 
法規 に 準ずる 。 

第 65 条 (外国 の 仲裁 部 が 下 し た 裁決 の 執行 拒否 事由 ) 

次 の 事実 が 証明 され た 場合 に は 、 外国 の 仲裁 部 が 下 し た 裁 
決 の 執行 を 拒否 する こと が で きる 。 

1. 当 事 者 が 仲 六 合 意 当 時 の 準拠 法 に より 、 無 能力 者 で ある 
か 、 仲裁 合意 が 、 当事者 が 指定 し た 法 、 また は 当事者 が 指定 
し な か っ た 場合 に は 仲裁 審理 を 行っ た 国 の 法 に より 効力 が な 
いと いう 事実 

2. 当 事 者 が 仲裁 員 の 選定 また は 仲裁 手順 に つい て 適切 な 
通知 を 受け 取る こと が で き な か っ た か 、 や む を 得 な い 事 由 に よ 
り 抗 弁 す る こと が で き な か っ た と いう 事実 

3. 裁 決 が 仲 六 合 意 の 対象 で な い 紛争 を 対象 と し た か 、 仲裁 
合意 の 範囲 を 逸 肛 し た と いう 事実 

4. 仲 裁 部 の 構成 また は 仲裁 手順 が 当事者 の 合意 に よら な か 
っ た か 、 合意 が な か っ た 場合 、 仲裁 審理 を 行っ た 国 の 法 に よ 
ら な か っ た と いう 事実 

5. 裁 決 が まだ 当事者 に 影響 が 及ば な い が 、 裁 決 を 下 し た 国 
の 裁判 機関 また は その 国 の 法 に よっ て 取り 消し また は 束 行 停 
止 に な っ て いる と いう 事実 

6. 当 該 紛争 が 裁決 を 下 し た 国 の 法 に より 仲裁 手順 で 解決 す 
る こと が で き な い と いう 事実 

7. 裁 決 の 執行 が 共和 国 の 主権 と 安全 、 社 会 牧 序 に 阻害 を も 
た ら す と いう 事実 
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寿人 介 作 祉 の 企 属 に 記 


1992 年 11 月 に 設立 され た 万 寿 台 創作 社 の 金属 工芸 団 は 、 ネ ッ 
クレ ス 、 イ ヤリ ング な ど 女 性 用 アク セ サ リ ー と いろ いろ の 人 金 


属 工芸 品 の 制作 を 基本 と し て いま す 。 


下 半 団 は デザ イン が か ら 制 作 ま で すく の 下 程 を 二分 


に 担当 


で きる 有人 能 な 技術 者 で 陣容 を 固め 、 金 、 銀 、 銅 を 材料 と し て 


年 間 数 十 万 個 の 女性 用 アク セ サ リ ー を 生産 し て いま す 。 


その 他 、 金 、 銀 、 銅 と ルビ ー、 サ ファ イア 、 紫 水晶 、 黒 曜 石 


な ど を 加工 し て 、 健 康 に よく 建物 の 内 部 装飾 に も 使う 金 


芸 品 を 受注 、 制 作 し て いま す 。 


属 工 


工芸 団 の 製品 は 東南 アジ ア や アフ リカ 、 欧 州 の 多く の 国 で 好 


評 を 得 て お り 、 海 外 か ら の 注文 も 増え て いま す 。 


最近 、 工 芸 団 で 制作 し た 金属 工芸 『 朝 鮮 の 国 樹 一 槍 』 『 オ オ 
タカ 』 『 亀 甲 船 』 な ど は 、 そ の 精巧 な 細工 術 に よっ て 人 々 の 


驚嘆 を 呼び 起こ し て いま す 。 


用 アク セ サ リ ー と 人 金属 工芸 品 を 販売 し て いま す 。 


万 寿 吾 海外 開発 会 社 グ ルー プ 

朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 平川 区 域 
TEL : 850-2-18111-341-8577 
FAX : 850-2-381-4410/4416 


E-mai] : mansudae@ star-co. net. kp 


金属 工芸 団 は 首都 平壌 の 各所 に 販売 サー ビス 店 を 設け 、 


女性 


ニーナ ャ 


楽園 錦 易 総会 社 


1984 年 12 月 に 設立 され た 楽園 貿易 総会 社 は 、 朝 
鮮 民 主 主 義人 民 共 和 国 の 国家 対外 貿易 機関 で あ 
り 、 平壌 市 中 区 域 に 位置 し て いま す 。 

この 30 余 年 の 間 、 総会 社 は 経験 の 豊か な 実務 家 
で 経営 陣 を 固め 、 貿易 の 多角 化 、 多様 化 を 実現 す 
る 方 向 で 経営 活動 を 展開 し て きま し た 。 首都 平壌 と 
各地 方 に 会 社 、 支社 と と も に 牧場 、 建材 、 被服 、 食 
品 、 水産 物 な どの 生産 基地 と IT 開発 基地 、 商業 、 便 


益 ・ 給 食 サ ービス 基地 な ど 40 余 の 企業 体 を 設け 
て いま す 。 

また 、 中 国 、 ロン ア な ど 多 く の 国 に いろ いろ な 業 
種 の 10 余 の 合弁 ・ 合 作 企業 体 を 設け 、 経営 活動 
を 行っ て いま す 。 

近年 、 総会 社 は 設備 、 製品 の 更新 周期 が 短縮 
され る 世界 的 な 発展 超 勢 に 即 し て 、 設備 の 近代 
化 と 新 製品 の 開発 に を 注い で 、 国内 原料 に 依 
拠 す る 各種 の 仕上 げ 建 材 品 生産 基地 を 近代 化 
し 、 植物 活性 強化 剤 「 楽 園 -410」 と 、 新しい 技術 が 
導入 され た 「 楽 園 」 ブ プラ ンド の ディ ジタル テレ ビ な 
ど 、 各種 の 技術 製品 を 開発 、 生産 し て いま す 。 

植物 活性 強化 剤 「 楽 園 -410」 は 、 農作物 の 
生長 と 穀物 の 増収 に 大 きく 寄与 する こと に よっ 
て 、 2019 年 4 月 WIPO 賞 を 受賞 し まし た 。 

総会 社 は 、 創造 的 か つ 革 新 的 な 眼 識 を 持ち 、 信 
用 と 実利 の 原則 に 基づい て 経営 活動 を 不断 に 改 
善 する 一 方 、 発展 する 時 代 の 要求 に 即 し て 新しい 
先端 技術 の 開発 と 生産 に 投資 を 集中 し 、「 楽 園 」 ブ 


ラン ド の 製品 を 増やす た め に 努力 し て いま す 。 

楽園 賢 易 総 会 社 は 、 経済 合作 を 希望 する 外 
国人 投資 家 と の 協力 を 活性 化す る た め 、 対外 経 
済 交 流 に も 力 を 入れ て いま す 。 


楽園 賢 易 総 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 中 区 域 
TEL : 850-2-18111-341-8218 
FAX : 850-2-381-4410/4416 


E-mail : rakwon@star-co.net.kp 
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怒 化 剤 たま っ た く 偽 わ ず 、6 午 生 周 天 る 実 信 銀 を ど 
到 計 薬 補 を 利 衝 し て 同 委 し た 世代 機能 性 化 競 。 
外人 矯 の 泌 章 、 共 條 銀 の 陸 赴 、 度 診 の 係 護 、 除 革 の 
当 療 を ど に 著 逐 。 


ナリ 代 迷 技 街 到 流 社 
頼 丸 反 到 長 人 下 共 胡 購 千 玲 証人 聞 全 冶 
TE 850-2-7/677/-347-8075 
FAX: 850-2-38/-4040 
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万 景 台 慶 興 包 装 材 工場 は 、 食 品 、 医 薬品 、 衣料 
品 の 包装 紙 を は じ め 各 種 の 包装 材 の 生産 を 専門 と 
し て いま す 。 

工場 で は メッ キ 機 、 電 子 エ ッ チ ング 機 な ど 近 代 
的 な 設備 を 備え 、 品 質 の 向上 と 生産 の 増大 を 図っ 
て いま す 。 

技術 準備 室 で は 、 デ ザイ ン 別 に 材質 と 形式 、 規 
格 、 色 合 の 技術 合意 を 行い 、 製 品 の 特性 を 生か し 
て いま す 。 


R M 祝典 編 易 会 社 
と 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 
万 景 台 区 域 


電 TBL : 850-2-18111-341-8272 
少 ナ FAX : 850-2-381-4410 
E-mail : cj19622@⑳star-co.net.kp 


工場 で 生産 され る 真空 包装 紙 、 一般 外装 紙 、 内 
装 紙 の 注文 が 増え て いま す 。 
工場 で は 製品 の 多様 化 の た め 、 新 し い 生 産 工程 
の 確立 に 力 を 注い で いま す 。 
キム ・ ス ン イ ル 支 配 人 は 、「 工 場 の 面積 当たり 
設備 台数 を 増やし て 企業 を 拡大 し 、 先 進 技術 を 
導入 する た め に 各国 と の 協力 と 交流 を 強化 し て 
いく だ ろう 」 と 語っ て いま す 。 


ーー 


境 穫 076 年 0 月 に 採 し た 利 原 大 興 加工 事業 所 
c の 、 才 の 上 ま 履 、 小 天 牧 の カエ を 専 
と) る 企業 で す 。 
ー。 ーー で で ・ 居 
上 還 罰 鞭 、 企業 に は 生 六 物 加工 場 と 抽 品 検査 設備 、 接 
層 33 休 | 記 舎 設 位 、 し て 数 吾 トン 能力 の 急速 冷凍 お よび 
(NB 有紀 若 誠 な ど 製 員 生産 に 必要 な 近代 的 な 設備 が あ 
(まり ます 。 
寺 太 人 玉 記 で は 、 当 地域 の 天 伏 松林 で 採取 し た 
NN プ 人 時 も っ で 等 航 列 に 生 松 半 、 乾 松 半 、 父 玉 松 


"用人 符 漬け 松茸 な どい ろ い ろ な 松茸 加工 品 を 生 
\w、 才 

Day 作 くっ ます < 
昌孝 だ 還 2/ ル ニン ジン 、 ミ ツバ ヒ カ ゲ 


守 二 NiDN タ ラ ラ 放 の 芽 、 ゼ セン マイ 、 オ ク カ ラコ ウ 
( 誠 症 放 に の 出来 や 、 海 を 挫 え て いる 地 事 の 特性 に 応 
Ni て 朝 絆 東海 の 天然 水産 資源 に 依 扱 す る 水産 物 
2 加工 品 も 生産 し て いま す 。 
目 | に クリ ミン 成分 が 豊富 で あり 、 抗 癌 、 利 尿 作 用 
が 頭 着 な の て 健康 長寿 食品 、 高 級 食品 と され て 
| いる 松 昔 製 品 は 企業 所 の 主要 生産 品目 で あり 、 
国際 HG 最良 請 要 の 高い 製品 の 一 つと な っ て いま 
罰 N。 
論 業 所 加工 品 の 質 を さら に 高め る た め に 
最新 加工 設備 を 生産 に 導入 し 、 品 目 を 増やす た 
め の 新 製品 の 開発 に 投資 を 集中 し て いま す 。 
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朝鮮 大 興 質 易 総 会 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 平川 区 域 
EL 0 証人 合 5608 
EAA | OU 
ME | DKkw@ の str -tO.net.Kp 
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朝鮮 人 参 洗浄 用 化粧 品 


意 病 由 石 けん 工場 で 開発 され た 洗浄 用 化粧 品 の 中 に 頭髪 の 栄養 を 補強 し て 脱毛 を 防止 し 、 湯 や か に し ま 
は 、 開 城 高 謀 人 参 の 抽出 物 と 20 余 種 の 化粧 品 原 料 を す 。 

配合 し て つく っ た 朝鮮 人 参 シ ャ ンプ ー、 つ 朝鮮 人 参 リン 
ス 、 朝 鮮 人 参 ボ ディ ー 液 体 石けん も あり ます 。 


一 朝鮮 人 参 ボ ディ ー 液 状 石 けん 
皮膚 の 汚染 物 や 雑菌 を きれ い に 除 去 し 、 皮 膚 が 乾き 
縮まる の を 防止 し 、 皮 膚 の 湿り 気 を 保ち ます 。 

皮膚 の 老化 を 防止 し 、 皮 虜 炎 を 予防 し 、 粗 い 皮 膚 
栄養 状態 を 改善 し ます 。 


一 朝鮮 人 参 シ ャ ンプ ー 

頭髪 や 頭皮 の 汚染 物 を きれ い に 取 り 除 き 、 毛 凌 組 織 
の 栄養 を 補っ て 頭髪 の 成長 を 促進 し 、 脱 和 毛 を 防止 し ま 
59 記 


胃 の 毛 を 艶 や か に 軟らか くし ます 。 竜 岳山 石けん 工場 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 万 景 台 区 域 " 
一 朝鮮 人 参 リ ンス TEL : 850-2-18111-381-8015 " 


頭髪 に 薄い 均等 な 幕 を つく っ て 、 損 傷 し た 頭髪 と 頭 
皮 の 機能 を 回 復 さ せ 、 抗 菌 作 用 に よっ て フケ を な く 


FAX : 850-2-381-4410 
Email : riongaksan@star-co.net.kp 


し 、 自 然 な 美しい 頭 明 形 態 を 保ち ます 。 
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工具 の 最大 重量 : 5.8kg 

工具 直径 : 最大 80mm 

外形 寸法 : 1910X1990X2000mm 
機械 の 重量 : 2400kg 


亀城 工作 機械 軟 易 会 社 
朝鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国 
平安 北道 亀城 市 
TBL : 850-2-18555-810 
FAX : 850-2-381-44 
E-mail : kig 


